
 

 

 

次の登校は 4 月 8 日（水）です。 

 ７：５０登校完了、８：００～SHR となります  

新２・3 年生へ（続編） 

 今回も進路指導部の主任の先生に原稿を依頼して、書いていただきました。 

                                                         

役に立つ学問 

 今、社会の役に立つ学問の人気が上がっています。みなさん目標を持てと

言われるから、将来の職業から取捨選択した結果そうなるのでしょう。これ

らの学問を実学といいます。文学部や理学部は実学でない括りになります

が、特に文学系統学部においては募集定員が減少するなど、国の方針として

もやや軽視する動きが出ているようです。 

数学も昔から「無駄だ」と言われていました。使う人は使うのでしょうが、

大半の人にとっては必要ないとか。やれ計算は機械がやってくれるでしょ？

とか。やれ答えが一個しかない学問なんて興味ないとか。なんとまぁ数学嫌

いの日本人の多いこと。たしかに理学部でやっていることの多くは役に立たないもので、役に立つ部分は工学部等応用理学系

が発展させます。理学部はありもしない空間の出来事を考えてみたり、それを知ってもどうしようもないことを証明したり、

答えがあるのか不明の議論をしたり（答えが概ね１個あるのは受験数学です）、どっちの解法が素晴らしいか競ったり・・・な

かなか社会活動とは繋がりません。 

しかし、そのようなものに興じること自体が人間らしい崇高なものであり、他の動物や人工知能が苦手なことなのです。そ

して、このような無駄とも思える議論が思わぬ副産物を生んだりします。無駄な議論の中にも貴重な思考手順が潜んでいるの

です。もし、何かを達成するために何かを学んでいるのであれば、それこそ AI に取って代わられます。ゴールに向かって進む

ことに関しては AI に勝てません。そもそも将来の仕事に必要だからコミュニケーションスキルを磨くなんてさみしくないです

か？たまには目的のない学びに興じてみましょう。何か新しいものが芽生えるかもしれません。学ぶことは手段ではなく、そ

れ自体が目的になっていいのですから。 

                                                         

無駄について考えてみよう… 

最近、目にしたまったく別の二つの記事に、奇しくも同じ「無駄」について書かれたものがありました。一つは著名な女流画

家の篠田桃紅さんが、「１０３歳になってわかったこと」という著書の中で書かれていることが紹介された記事です。要約して

紹介すると、「人は、用だけを済ませて生きていくと、真実を見落としてしまう」「雑談や衝動買いなど、無駄なことを無駄だ

と思わない方がよく、無駄にこそ、次の何かが兆している」「人は、寄り道をしたり、道草をくったり、どん底を味わったり、

失敗や嫌な目に遭うという、人生の無駄を経験するからこそ、人としての味や深みが出る」「もし、やることなすことすべてう

まくいき、効率的で全く無駄のなかった人生を過ごした人がいたとすれば、およそつまらない人間が存在していることにな

る」などとありました。（103 歳になってわかったことですよ!!） 
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もう 1 つはイチロー選手です。「自分はいかにムダな時間を過ごすかということを

大事にしているところがある」「最初からあるべき姿に到達するのは不可能で、まず

はムダな時間を経験して、そこから削ぎ落としていくことによって、ようやく自分

の行きたいところに近づけるのではないかと思う」「合理的に考えすぎてムダの生じ

ないような進み方をしようとすると、結局近づくことすらできない」という話をし

ています。 

この二人の話から学んだことは、「無駄とか言って理由をつけずにとりあえずやっ

てみれば、どこかで役に立つことがある」「やってみなければ、それが無駄かどうか

はわからない」ということです。 

「とりあえず、やってみる」 

Just do it! まさに 1 年学年団のスローガン 

「挑」  あらら、2 年学年団のスローガンのようですよ。みなさん。 

 

共有しましょう 

部活動が条件付きではありますが、再開されました。生活のリズムがまた、

少し変えなければならないのかもしれません。朝早く起きることは変わりま

せんが…。今までできなかった分、張り切りすぎてしまうとケガをする可能

性が高まります。まずは体力を戻すことからになりますね。部活動で無理を

しすぎないことと家でできることを決めてやることでしょうか。 

しかし、他の生徒たちと合うことができるわけですから、いろんなことにつ

いて共有できそうですね。この期間中に感じたこと、気付いたこと、やってみてよかったことなどを話し合ってみてくださ

い。その中からさらに新たな気付きがあると思いますよ。 

 

毎日、確認してください 

□「検温」している        自己管理から… 

□「感染予防」を確実に行っている   入念な手洗いを… 

□「朝」に起きている         朝食を家族でとれるといいですね 

□「家庭学習」を行っている     課題の消化だけに終わらないように 

□「何かについて」考えている   何でもいいので、自分で考えよう 

 

 

 

自ら考え、気付き、行動する絶好の期間（機会）です 

下足を移動しているので「駐輪場」も変わります。 


